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小論文

理学部　理学科

数学・情報数理コース
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問題の選択方法について

①必修問題（ページ1）は必ず解答しなければなりません。

②選択問題は数学問題（ページ2）と物理学問題（ページ3～6）のいずれかを選

択しなさい。

選択問題は，出願コースによらず，．どちらの問題を選択してもかまいません。数

学問題を選択する人は

択する人は

の両方を解答しなさい。物理学問題を選

の両方を解答しなさい。

注意事項

①試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

②受験番号は解答用紙の指定の欄に，各用紙ごと5枚全部に記入しなさい。

③解答は，問題ごとに指定された解答用紙（必修問題用の解答用紙1枚と選択問

題用の解答用紙2枚の合計3枚）に記入しなさい。

④試験終了後，次の順序で解答用紙を回収します。（1）選択しなかった問題の解

答用紙2枚，（2）選択した問題の解答用紙2枚，（3）必修問題の解答用紙1枚。

それぞれ2枚の解答用紙は上から（その1），（その2）の順に重ねておいてく

ださい。



平成２３年度 入学試験問題訂正等用紙
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【物理学２】

問２ （１）及び（２）

「……におけるｘ成分とｙ成分を求めよ。」

→「……における電場のｘ成分とｙ成分を求めよ。」

訂 正 等 種 別
（該当する番号を○で囲む)

１ 問題の訂正

２ 解答用紙の訂正

３ 補足説明



匪車重画
以下の各問に答えよ。

（1）関数諾ｔａｎ諾ト音＜諾＜昔）の導関数と，定積分上告志血の値を求めよ0

（2）高さ1メートルの立体が水平な地面に置かれている。底面からの高さが諾メー
1

トル（0≦諾≦1）の水平面によるこの物体の切り口の面積が㌃＝誇平方メー

トルとなっている。この物体の体積を求めよ。

（3）極限値忠請（（豊）2＋璃－2）2を求めよ0ここで榊自然数を表す0
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数学1

以下の各問に答えよ。

（1）不等式柁2＜2叫1がすべての自然数花に対して成り立つことを示せ。

（2）座標平面上で点（諾，ｙ）が不等式諾2＋ｙ2≦1の表す領域内を動く時2諾＋3封の

取り得る値の範囲を求めよ。

αを0≦α≦1を満たす定数とする。曲線Ｃ：ｙ＝一雷2＋2才と直線塩：ｙ＝α器

によって囲まれた図形を仇とし，Ｃとｌαの交点で原点0と異なる点をＰαとす

る。以下の各問に答えよ。

（1）Ｐαの座標をαを用いて表せ。

（2）仇の面積ぶ（α）と，仇を尤軸のまわりに1回転してできる回転体の体積Ⅴ（α）

を求めよ。

（3）αが0≦α≦1の範囲を動くとき，（2）の咽と糊の比豊の最大値と
そのときのαの値を求めよ。
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匝車重］
重力加速度の大きさをダ［ｍ／Ｓ2］とするとき，以下の問に答えよ。問1（1）の解答以

外は導出過程も含めて記述せよ。

問1図1のように，大きさの無視できる質量可ｋｇ］の物体を，地面から水平方向に

対して角度柚ａｄ］（0＜β1＜芸）だけ上方に速さＵｏ［ｍ／Ｓ］で投射したとき，物

体が再び地面に到達するまでの運動を考える。投射した点を原点0，投射した

瞬間を時刻0とし，水平方向にそって右側に諾軌鉛直上向きにｙ軸をとる。

（1）物体の運動に関する以下の文のうち，

の（ａ）から（Ｃ）より選び，

から（ｇ）よりそれぞれ選べ。

投射された物体の描く軌道は

に最もふさわしい語を下

に最もふさわしい語を下の（ｄ）

となり，その運動を霊軸方向とｙ

軸方向に分けて考えると，ご軸方向には

をしている。

をしており，ｙ軸方向に

（ａ）直線，（ｂ）放物線，（Ｃ）円，

（ｄ）等速直線運動，（ｅ）等加速度運軌（ｆ）等速円運軌（ｇ）振動

（2）時刻咽における，物体の速度の霊軸方向成分Ｕ∬［ｍ／Ｓ］と，霊軸方向の原

点0からの距離可ｍ］を求めよ。

（3）時刻舌における，物体の速度のｙ軸方向成分Ｕｙ［ｍ／Ｓ］と，ｙ軸方向の原点

0からの距離ｙ［ｍ］を求めよ。さらに，物体が最も高い点に到達したとき

の時刻吊Ｓ］と，ｚ軸方向およびｙ軸方向の原点0からの距離霊1［ｍ］，ｙｌ匝］

を求めよ。

（4）物体が再び地面に到達したときの時刻扁Ｓ］と，霊軸方向の原点0から

の距離£2［ｍ］を求めよ。

（5）物体が時刻0からｆ2までに描く軌道のご座標とｙ座標の関係を求めよ。
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問2　図2に示すように，長さｌ匝］の重さの無視できる糸の上端を水平な天井に固

定し，下端には質量叫ｋｇ］の大きさの無視できる物体を取り付けた。鉛直方向

に対して糸の傾きを角度姉ａｄ］（0＜β2＜芸）に保ちながら，物体を水平面内

で角速度可ｒａｄ／Ｓ］で円運動をさせた。

（1）回転半径を可ｍ］，糸の張力を5［Ｎ］とする。物体に働く力の鉛直方向に関す

るつり合いの式を書け。また，物体に関する水平面内の円運動の運動方程式を

書け。

（2）この円運動の角速度Ｕをタ，ｌ，β2を用いて表せ。

（3）この円運動の周期ｒ［Ｓ］をタ，ｌ，β2を用いて表せ。

図1：物体を初速度Ｕｏで投射した様子　　図2：物体が水平面内を円運動する様子
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競茸学2

正電荷1Ｃを真空中に置いたとき，正電荷から距離1ｍだけ離れた位置にできる

電場の強さは9×109Ｎ／Ｃである。以下の間に答えよ。解答は導出過程も含めて

記述せよ。ただし空間は真空であるとし，距離の単位はｍとする。

間1図3のように，ｚ－ｙ平面上の原点（0，0）に正電荷1長10－9Ｃを置いた。

（1）点Ａ（2，0）における電場の霊成分とｙ成分を革めよ。

（2）霊－ｙ平面内における電気力線の概形を描け。

問2　図4のように，叩平面上の点（1，0）および点（－1，0）にそれぞれ正電荷
1

1×10－9Ｃを置いた。

（1）点Ａ（2，0）における霊成分とｙ成分を求めよ。

（2）点Ｂ（0，1）における£成分とｙ成分を求めよ。

（3）才一ｙ平面内における電気力線の概形を描け。

問3　図5のように，ｚ－ｙ平面上の点（1，0）に正電荷1×10‾9Ｃを，点（斗0）に負

電荷－1×10‾9Ｃを置いた。

（1）点Ａ（2，0）における電場の£成分とｙ成分を求めよ。

（2）点Ｂ（0，1）における電場の諾成分とｙ奴分を求めよ。

（3）ｚ－ｙ平面内における電気力線の概形を描け。
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図3：雷－ｙ平面上（0，0）に電荷を置いた様子

図4：才一ｙ平面上（－1，0）および（1，0）に電荷を置いた様子

図5：£－ｙ平面上仁1，0）および仕0）に電荷を置いた様子
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